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1-1. 事業コンセプト 
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電子・電動・制御技術による 

クルマのインテリジェント化を通じ、 

「環境」「安全」に関わる高い信頼性を提供する 

グローバルサプライヤーへ 
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産業用・アフターマーケット 

エンジン機構事業 

電動型制御ブレーキ ステレオカメラ 

セミアクティブ 
サスペンション 

電動パワーステアリング 

走行制御事業 

1-2. 事業構成 

4 

パワートレイン＆電子事業 

エンジンマネジメントシステム 

可変動弁システム 

DIシステム 

DI: Direct Injection 

モーター 

リチウムイオン電池 

ハイブリッドシステム 

インバーター 

水素 
ディスペンサー 
(トキコテクノ) 

サスペン 
  ション 

ブレーキ 
パッド 鉄道車両用ダンパー 

(JR九州 ななつ星) 

Google音声認識ナビ（NX714)  

クラウド情報 
ネットワークサービス 

車載情報事業(クラリオン) 
環境 

約30% 

他 

2013年度 
連結売上高 
8,921億円 

約10% 
約20% 

 安全 

約20% 

約20% 
情報 
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日立オートモティブ 
システムズの強み 

1-3. オートモティブシステムグループの５つの強み 

5 

プロダクト 
ダイバーシティ 

Sales 

クロスセルによる 
      受注製品拡大 

日立グループ 

グローバル 
フットプリント 

Management 

グローバルに展開した 
         拠点活用 

エレクトロニクス 

Technology 

バーティカル 
インテグレーション 

Quality 

垂直統合による安定的な 
グローバル品質、ブランド 

グローバル 
R&Dネットワーク 

R&D 

電機メーカーを母体とした 
            技術力 

グローバルに展開した 
日立の研究所群 
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72％ 

28％ 

2-1. グローバル市場動向 

7 

    地域別 生産台数の推移 

2020年度には、新興国市場が6割以上に拡大 

2007 2009 2013 2020 2015 

n安全性評価基準に自動ブレーキシステム      
追加 (欧州：2014年～) 
nバックモニターカメラ全車搭載(米国2018年～) 
n2020年以降の自動運転実用化に向け、      
カーメーカーが開発加速・具体化 

nCO2や窒素酸化物等の燃費、排気規制が 
  世界中で強化 
n ICEの超低燃費技術・電動車両の開発進行 

先進国 
 市場 

71.3 65.7 

85.8 

104.3 
91.4 

(百万台) 

41% 

61% 

39% 

地域別 生産台数の推移 車両セグメント比率 

環境分野の動向 安全分野の動向 

出典：「ＩＨＳ Automotive社調査資料」より当社作成 

2007年度 2020年度(予想) 

65％ 

35％ 

小型車 中・大型車 

新興国 
 市場 

(年度) 

ICE：Internal Combustion Engine  

59% 

2020年度には、小型車が7割以上に拡大 
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9 

エレクトロニクス化製品内訳 

*エレクトロニクス化製品：電子制御ユニット、ハイブリッドシステムなど電子・電動化製品 

売上高グローバルトップ1０部品サプライヤー 
エレクトロニクス化製品*比率（2012年度実績）  

環境
42％ 

情報 
48％ 

安全10％ 

技術・品質の長年の蓄積に基づき 
環境・安全分野での高い信頼性を実現 

1979年世界初 
エンジン制御コントローラー本格的量産開始 

世界５極での生産体制構築 

日米中での開発強化 出典：Arthur D. Little 

エレクトロニクス化製品グローバル展開 

世界をリードするエレクトロニクス化製品*の比率を 
拡大することにより成長ポテンシャルを向上 

3-1. グローバルポジション分析 

E社 

D社 

G社 

C社 

当社 

J社 

F社 

A社 

B社 

I社 
H社 

2012年度売上高 
グローバルトップ10が
位置する領域 

2012年度46%（売上高19位） 

売上高 

70％ 

1兆円 4兆円 2兆円 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
化
製
品
比
率 

50％ 

3兆円 

2020年度ターゲット60％ 

2015年度ターゲット50％ 
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3-2. グローバル成長を牽引する３つの戦略 

10 

2020年を見据えた３つの戦略実行 

新製品・新技術の創出と 
世界NO.1モノづくり力の実現 

3 製品戦略 1 顧客戦略 2 地域戦略 
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3-3. 顧客戦略① 市場成長を上回る事業拡大 

11 
GAM：Global Account Manager 
GAT：Global Account Team 

n顧客モジュール戦略への対応の強化 
nデモカーによる新技術提案 
nグローバル品質の安定的確保 

nクロスセル強化による受注製品拡大 
n海外4極営業体制の強化 

2015年度 
(計画) 

1兆円 

市場伸長率 ＜ 売上伸長率 GAM 、GAT による 
アカウント戦略の強化 

50% 

2012年度 
(実績) 

8,068 

売上高 
(億円) 

ルノー・日産 34% （1%以下シェア顧客含む） 
その他 25% 

グローバル 
カーメーカー 
41% 

顧客構成比(2013年度実績) 

顧客国内拠点向 
売上高比率 

顧客海外拠点向 
売上高比率* 

53% 

50% 47% 

60% 

40% 

2013年度 
(実績) 

8,921 

【世界自動車生産見通し】 

9,400 

2014年度 
(見通し) 

57% 

43% 

124% 

システム提案力の強化 

【売上目標】 

2012年度 
8,147万台 

2015年度 
9,144万台 

112% 

* 自動車部品が完成車に組み込まれる顧客拠点ベースであり、
連結決算における海外売上高とは異なる。為替レート差除く 
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コモディティ・現行採用製品 先進技術・新規採用製品 

3-4. 顧客戦略② グローバル化とクロスセルによる事業拡大 

12 

Ford社向け売上倍増 （2008年度⇒2012年度） 

リンカーン 
ナビゲーター 

セミアクティブ 
サスペンション 

電動パワーステアリング
（ベルトタイプ） 

エクスプローラー 

トーラス 

テレマティクス 
コントロールユニット 
（クラリオン） 

エアフローセンサー 

ウォーターポンプ 

バルブタイミング 
コントロール 

バランサー 

ブレーキマスタ 
シリンダー 

ショックアブソーバー 

・・・提案中 ハイブリッドシステム 

ステレオカメラ 
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3-5. 地域戦略① 地産地消に向けたグローバルフットプリント 

13 
＊売上指数：2010年度を100とする 
   グラフ内の指数は年度の数値 

製造拠点数：2014年3月時点 

中国 

100 

250 

147 

2010 
実績 
2013 
実績 
2015 
計画 

15拠点 

米州 
160 

100 138 

2010 
実績 
2013 
実績 
2015 
計画 

9拠点 

チェコ工場 
量産開始 
(2013年12月) 

インド工場 
建設中 

(2015年生産開始予定) 

広州新拠点 
量産開始 
(2013年5月) 

メキシコ新拠点 
開所式 
(2014年3月) 

欧州 

5拠点 

2010 
実績 
2013 
実績 
2015 
計画 

126 100 

170 
アジア 

8拠点 

2010 
実績 
2013 
実績 
2015 
計画 

280 

100 
163 

日本 25拠点 

製品事業部・ 
国内Gr.会社 

グローバル 
コーポレート 
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3-6. 地域戦略② 域内統括強化と新拠点を軸とした事業拡大 

14 

米 州 

n重点施策 

中国 

n重点施策 

広州新拠点(増城) 

lバーティカルインテグレーションへの顧客評価
（2011→2013年度で受注製品数3倍） 

l北米での実験開発強化  

③Hitachi America, Ltd.と連携した共同開発 

②調達機能の強化 

lピュアローカル率 
  35→50% 

l設計人員90→210人 
 
【広州新拠点立上げ】 
l開発、設計から製造まで一貫して実行 
lトップレベルの技術開発、高効率生産 

③現地開発力の強化 

①メキシコ事業の本格拡大 

メキシコ新工場(ケレタロ州) 

lメキシコ生産拡大、米州全域でのシナジー強化 

①営業体制の強化 

l営業人員50→75人(現地スタッフ主体) 
l営業拠点4→6ヶ所 

現行→2015年度比 

④新営投資 

l2013～2015年度累計：300億円 

④新営投資 

l2013～2015年度累計： 450億円 

②米州内の内作化拡大 



© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 

3-7. 製品戦略① 魅力あるクルマづくりに貢献 

15 

クルマのインテリジェント化への貢献 
【 電子・電動化製品の拡大 】 

2012年度  2015年度 

3,700億円 
5,000億円 売上高 

コア製品の高度化により次世代システムを提案 

超低燃費 
システム 

電動 
システム 

直噴エンジン 

HEV/EV 

安全支援 
システム 

走行安定 
システム 

カメラ・センサー 

電制ブレーキ 

環境 走行安全 

次世代システムを提案 

コア製品の高度化 
 

l電子・電動化製品 
l高性能メカトロニクス 

グローバル設計開発力 

モノづくり力 
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3-8. 製品戦略② イノベーティブな高付加価値製品で事業拡大 

16 

lインバーター 
両面冷却モジュールによる 
世界トップの高出力密度（35ｋW/L） 

l電動型制御ブレーキ 
電動倍力装置により、省エネ効果の高い回生制動を 
実現し、世界初の製品化 

エンジン 
イノベーション 

電子・電動化 
イノベーション 

安全制御 
イノベーション 

VEL: Variable Valve Event and Lift Control System    * 2012-2015年度売上倍率  

lエアフローセンサー 
世界トップシェア、2億台の供給実績 

l可変動弁システム 
  VEL:クラストップレベルの高出力・高レスポンスにより 
   低燃費とクリーンな排気性能を実現（始動時排気50%削減） 

売上1.6倍* 

lセミアクティブサスペンション 
世界トップレベルの可変特性10倍で、より快適な乗り心地を実現 

lステレオカメラ 
世界初ステレオカメラによる運転支援システムを商品化 

lサラウンドアイシステム 
世界初車両上方ビューによる駐車アシスト用 
カメラシステム実用化と自動運転への展開 

売上2.3倍* 

World’s top share 

World’s leading 

World’s leading 

World’s first 

World’s first 

World’s first 

World’s leading 
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3-9. 製品戦略③ 自動運転に向け日立Gr連携で優位性を発揮 

17 

スマートな先進運転支援システム（ADAS）と 
日立製作所とのITシナジーにより、高度な自動運転の実現をめざす 

効果 

クルマの進化「スマートADAS 」 日立製作所IT活用によるインフラとの協調 

外界認識センサー 

高度HMI 
通信 
モジュール 

ADASコントローラー 

電動 
パワートレイン 

エンジン・ 
変速機制御 

走行系 
アクチュエーター 

地図・交通情報、 
ビッグデータ他 

車・道路・歩行者情報の認識補助 

データセンター 

車々間 
路車間 

歩行者 

自動運転（2020年以降） 効果 

運転の快適性向上 環境負荷の軽減 渋滞の解消・緩和 

国際競争力の強化 高齢者等の移動支援 交通事故の削減 

ADAS：Advanced Driver Assistance System   HMI：Human Machine Interface 

通信 車載ネットワーク 
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3-10. グローバル研究開発力強化 
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技術開発本部を核とし、積極的に 
グローバル研究開発をけん引 

海外研究開発拠点との連携とオープンイノベーションの活用 

グローバル研究開発強化 

素材、加工、組立から燃焼解析、車両運動 
性能評価技術までを実行 

モノづくり人財育成の強化 

グローバルモノづくり教育センター開設 
                  (2012年10月) 

地域対応開発の加速 

米欧中3極のテクニカルセンター強化 
と適応開発 

中国 ◎ 

35%UP 

欧州（独・仏） 

米国 

◎ ◎ ◎ 

nアーヘン工科大学 
（地図データ連携、シャシー制御） 
n ミュンヘン工科大学 
（エンジン燃焼解析・シミュレーション） 
n欧州コンソーシアム 
（コネクテッドサービス、車々間通信） 

n上海交通大学連合実験室 
（現地材料の品質・特性評価、
製造プロセス技術） 

バーティカルインテグレーション 

【研究開発費】 

2015年度 
(計画) 

８００億円 

2013年度 
(実績) 

５９７億円 

● 日立R&D拠点（自動車機器関連） ■ 産官学連携 ◎日立オートモティブシステムズテクニカルセンター 

nウィスコンシン大学 
（高効率エンジン技術） 
n研究開発機関[テキサス州] 
（モデルベース制御開発） 
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n産業用製品設計部門の新設 
l計装製品  
l鉄道用ダンパー 
l建物用免震ダンパー 

3-11. Hitachi Smart Transformation Project の進捗 

19 

新製品開発 
拡販強化 

継続的なイノベーションによる成長戦略の実行 

VEC：Value Engineering for Customers 

(3)産業用事業の拡大 
 2015年度目標 売上高 15%ＵＰ(2012年度比)  

産業用事業の拡大 2 

(2)グローバル生産改革 

nグローバル品質統合管理システムの本格稼動 
n高信頼性モノづくりのための風土醸成 
（落穂拾い） 

(1)グローバル品質改革  

n生産・間接材コスト改革                
（グローバル生産改革プロジェクト、物流改革） 
nコンカレントエンジニアリングの整備 
（開発効率向上、全体業務負荷の低減） 

(2)グローバル生産改革 

n調達エンジニアリング強化（海外VEC） 
nピュアローカル材採用拡充                  
（新興国ベンダー開拓強化） 

(3)グローバル調達改革 

(2)アフターマーケット事業の強化 
 2015年度目標 売上高 50%ＵＰ(2012年度比)  

n市販事業部によるグローバル事業けん引 
l専用生産ライン  
l豊富な品揃え 
lグローバル販売チャンネル 

n日立ビークルエナジー開発部門統合 
n電動パワートレイン開発効率の向上 

(1)電池事業の再編 
2015年度目標 売上高 2倍(2012年度比) 

コスト構造改革 事業構造改革 
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3-12. キャッシュフローマネジメントの強化 

20 

収益性向上施策 

n世界標準自動化生産ライン拡大による
立上げリードタイムの短縮 
（サスペンションラインにて適用中） 
 

n（日米中）グローバル工機部隊による 
 生産設備内製化 
 （2012年度⇒2015年度 内製額 2.4倍） 

課題・強化内容 

フリーキャッシュフローの改善施策 

nグローバルＴＳＣＭの強化と海外展開 
（棚資回転数の向上） 
 

nサービス・ソリューション事業の強化 
(アフターマーケット・産業用) 
 

nシミュレーション技術の高度化による 
開発工数低減 
（2012年度⇒2015年度△50%） 

営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー 

の
改
善 

資金効率の向上 

中国・東南アジア事業の拡大 

投
資
効
率
の
改
善 

グローバル生産ライン改革 

世界No１モノづくり技術の創出 

TSCM：Total Supply Chain Management 
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4-1. 事業目標 

22 

9,400 

売上高 
(億円) 

営業利益 
(億円) 

2014年度 
（見通し） 

2013年度 
（実績） 

2012年度 
（実績） 

2015年度 
（計画） 

2011年度 
（実績） 

0 

200 

400 

500 

700 

800 
10,000 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

0 

100 

300 

(0.6) 
4.6％ 

(4.5) 

8,115 8,068 

1兆円 

60％ 

50％ 53％ 

370 354 

8,921 

473 

700 

57％ 
顧客海外拠点向売上高比率 

* EBIT：受取利息及び支払利息調整後税引前純利益 
 

50％ 

600 

5.3％ 

4.4％ 

(4.6) 

6.4％ 

(6.4) 

7.0％ 

(7.0) 

600 

900 

2015年度目標 売上高1兆円、営業利益率7.0％ 

営業利益 

パワートレイン＆電子事業 エンジン機構事業 走行制御事業 車載情報事業 その他 

営業利益率*下段（）：EBIT*マージン 
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2015年度目標 

4-2. ２０１５年度の目標 

23 

n売上高 １兆円（顧客海外拠点向売上高比率 ６０％） 
n営業利益（ＥＢＩＴ）率  ７％ 
nグロスマージン1.0ポイント改善（２０１２年度比） 
2013年度実績0.3ポイント改善 

n販売費及び一般管理費比率1.4ポイント改善（２０１２年度比） 
   2013年度実績0.6ポイント改善 

電子・電動・制御技術で、高い信頼性を提供する 
グローバルサプライヤーへ進化 
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将来予想に関する記述 

本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点で合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果は見通しと大きく異なることがありえます。 
その要因のうち、主なものは以下の通りです。 
  
・主要市場（特に日本、アジア、米国およびヨーロッパ）における経済状況および需要の急激な変動  
・為替相場変動（特に円／ドル、円／ユーロ相場）  
・資金調達環境  
・株式相場変動  
・新技術を用いた製品の開発、タイムリーな市場投入、低コスト生産を実現する当社および子会社の能力  
・急速な技術革新  
・長期契約におけるコストの変動および契約の解除  
・原材料・部品の不足および価格の変動  
・製品需給の変動  
・製品需給、為替相場および原材料価格の変動並びに原材料・部品の不足に対応する当社および子会社の能力  
・価格競争の激化 
・社会イノベーション事業強化に係る戦略  
・事業構造改善施策の実施  
・コスト構造改革施策の実施 
・主要市場・事業拠点（特に日本、アジア、米国およびヨーロッパ）における社会状況および貿易規制等各種規制 
・製品開発等における他社との提携関係  
・自社特許の保護および他社特許の利用の確保  
・当社、子会社または持分法適用関連会社に対する訴訟その他の法的手続  
・製品やサービスに関する欠陥・瑕疵等  
・持分法適用関連会社への投資に係る損失  
・地震、津波およびその他の自然災害等 
・情報システムへの依存および機密情報の管理  
・退職給付債務に係る見積り 
・人材の確保 



© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 


